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研究成果の概要（和文）：　2017年からの5年間（実質は6年間）、一貫して、テーマである北アイルランドの現
状(ポスト紛争、ブレグジット）について、現地調査を踏まえながら、とくに街頭のミューラルや詩作品を分析
することで行ってきた。
　この間、論文11本を書き、口頭発表を11回行い、単著1冊を出した。そのなかでも2021年に出した『北アイル
ランドを目撃する』（水声社）は科研テーマに即し、かつ、長年の現地調査を踏まえた大きな成果と言える。　
本研究期間の成果は、2022年から開始された新たな科研課題「ポスト紛争とポスト・ブレグジットの時代におけ
る北アイルランドの想像力の展開」（22K00406）の動機となり、土台となった。

研究成果の概要（英文）：  For five years since 2017, I have visited Northern Ireland almost every 
year to look at the situations at the age of post-Troubles and Brexit. My way of research is 
consistent; to analyze the two texts of Northern Ireland. They are poems by the poets living there, 
and murals with political themes painted by local artists. Especially the murals reflect the changes
 of the political and social surroundings, and I have documented and filed the changes through many 
pictures of murals I have taken in the divided cities of Belfast and Derry. In addition, I have 
often interviewed with local people there.
 I have published 11 papers and read 11 papers and I have published one book titled Witnessing 
Northern Ireland in 2011. Including this book, which I think the most important achievement for 5 
years, all the papers that I have written and read have led to the next research since 2022 of 'The 
Imaginative evolutions of Northern Ireland at the age of both post-Troubles and post-Brexit.’

研究分野： 人文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究の学術的意義は大きく３つある。一つは現地調査を踏まえている点である。ほぼ毎年、ベルファストと
デリーで、ミューラルの調査をしている。ミューラルは政治状況、社会状況に応じて変わるので、北アイルラン
ドの変化と現在を映す鏡になる。二つ目は学際的である点である。つまり、文学作品ばかりでなくミューラルと
いう街頭のメッセージを含め、詩的想像力のテキストとして扱い、分析する点である。
　三つ目は、扱っている北アイルランドの問題が、他の紛争地域を考えるのに示唆を与える点である。つまり、
宗派、民族や言語、帰属意識の違いなどに見られる二項対立的な社会の分析は、他の紛争地域を考える際の好例
となる。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
詩作品ばかりではなく、ミューラルやグラフィティを含めた詩的想像力の諸相を理解する場

合、北アイルランドの歴史的・社会的背景を知ることは必要であり、そのためには現地調査は欠

かせない。私は 1993 年を皮切りに、ほぼ毎年、ベルファストやデリー（ロンドンデリー）の紛

争地区を回り、その生々しい現実に触れ、書物を通して学んできた歴史の諸相を実感してきた。

また訪問のたびに新たな課題と研究動機を得て、その成果を 3 冊の研究書として出版した。『異

邦のふるさと『アイルランド』――国境を越えて』（2005 年）、『北アイルランドとミューラル』

（2011 年）、『北アイルランドのインターフェイス』（2013 年）である。出版年代から見てわか

るように、それぞれが 1990 年代、2000 年代、2010 年代の北アイルランドの情勢を反映してい

る。 

現地調査のうち、2011 年度は本務校から在外研究の機会を与えられ、ベルファストに 1 年間生

活するという貴重な体験を得て、その間、詩の朗読会や文学イベントへの参加はもちろんのこと、

ミューラルやグラフィティの調査を徹底的に行った。また、研究テーマとしてインターフェイス

（多くは「ピース・ウォール」という壁である）と呼ばれる両宗派のコミュニティの境界線を新

たに設定し、暴動などの衝突の現場だけではなく、住民同士の交流の現場も目にし、記録した。

２．研究の目的 

1960 年代後半からの紛争で 3,600 余名の犠牲者をだした北アイルランド紛争は、1994 年の

ＩＲＡの停戦、1998 年の「ベルファスト合意」を経て、着実に和平の道を歩んでいる。2007 年

には自治政府が復活し、2011 年には二度目の選挙が行われた。街の様子も変わり、ベルファス

トの中心部には大きなショッピング・センターが二つもあり、休日にはにぎわいをみせ、いま、

テロの脅威はない。しかし、一方で、二項対立的な社会は続き、住民は宗派別（プロテスタント

系とカトリック系）に棲み分け、その境界（インターフェイス）にはピース・ウォールが立って

いる。しかも、その数は停戦前とくらべ、88 面（2011 年）と 3 倍以上に増え、境界をめぐる暴

動は毎年起こっている。いっぽうで交流を目的とした催しも同時並行で行われている。北アイル

ランドは 1998 年以降、ポスト紛争の時代に入ったといえる。紆余曲折はありながらも、2007 年

に自治議会も復活し、社会も平穏を保っている。2011 年の国勢調査では、これまで「英国人」

と「アイルランド人」に二分されがちだった住民のナショナル・アイデンティティに変化が見ら

れ、「北アイルランド人」を選んだ人が 20 パーセント以上を占めた。宗派対立は消えず、宗派ご

とに棲み分けしている住民同士の溝はまだまだ深いが、これまでのように二項対立的に捉えら

れなくなったことも事実である。そして、これに英国のＥＵ離脱の問題が加わり、北アイルラン

ドのゆくえはますます不透明になってきた。 

以上、ナショナリズム、民族、宗教、さらにはＥＵの問題など、現代社会が直面する諸問題の現

在形を、北アイルランドで生まれる詩や詩的想像力に裏打ちされた作品をとおして考える。３．

研究の方法 

北アイルランドにおけるポスト紛争の時代とブレグジットを控えた現在に関する研究は現地

調査と北アイルランドの歴史、社会、文化についての文献調査などを通して行った。現地調査は

地域としてはベルファストとデリーを中心に、テーマとしてはインターフェイスやミューラル、

グラフィティを中心に行った。インターフェイスの状況、ミューラルのテーマなどは状況に応じ

て変わるので、現地調査は 5 年間、毎年、行う予定だったが、コロナ禍でかなわない年もあっ

た。 



対象とした主な地区は、ベルファストでは東部のショート・ストランド、西部のスプリングフ

ィールド、南部のロウアー・オーモー、北部のアードインのアライアンス・アベニュー、ホワイ

トウェルとホワイト・シティ、タイガーズ・ベイ、ニューイントン、ニュー・ロッジ、デリーで

はボグサイド、フォイル川南岸地区などである。 

また、ブレグジットに関しては、住民の生の声を聴く以外に、新聞の報道、現地の友人含め、

研究協力者とはＥメールなどで頻繁に連絡を取り、知識や情報を更新した。詩の研究は詩作品を

作品の背景に重きを置いて読むのはもちろん、多くの先行研究があるので、それも合わせて読ん

だ。取り扱った詩人はマイケル・ロングリー、キアラン・カーソン、ポール・マルドゥーン、メ

ーヴ・マガキアンなどである。 

 

 

 

４．研究成果 

研究期間中、論文 11 本を書き、口頭発表を 11 回行い、単著 1 冊を出した。そのうち、北ア

イルランドのプロテスタントについてのものが数篇ある。一つはサミュエル・ファーガソンとい

う北アイルランド成立以前の 19 世紀後半に活躍したプロテスタントの詩人の二面性（アイルラ

ンドの文化的ナショナリズムを擁護しながら、アイルランドのネーションとしての独立には難

色を示すという二面性）を論じたもの、ほかの二つは北アイルランド成立の際には圧倒的多数派

であったプロテスタントが公民系運動以来、社会のなかでその勢力が衰退していく経緯を扱っ

たものである。また、直接北アイルランドを扱ってはいないが、日本の植民地支配と戦後の引き

揚げを経験した詩人、作家（清岡卓行、三木卓、後藤明生）を論じた 3 篇もある。これは植民地

とナショナリズムなど、アイルランド、および北アイルランドと共通するテーマを持っている。

ほかに、アイルランドの歴史を通史的にとらえ、その特徴を挙げ、解説したもの、個別のアイル

ランド作家を扱ったものなのである。 

数ある成果物のなか、2021 年に出した『北アイルランドを目撃する』（水声社）は科研テーマ

に即し、かつ、長年の現地調査を踏まえた大きな成果と言える。こうした成果のすべてが 2022

年から開始された新たな科研課題「ポスト紛争とポスト・ブレグジット の時代における北アイ

ルランドの想像力の展開」（22K00406）の土台となった。  

最後に、これは悔いても仕方ないことではあるが、新型コロナウィルスの感染拡大の影響で現

地調査が思うようにできなかった。幸い、2022 年度以降新たな研究課題に取り組むことができ、

また、2022 年度は現地調査もできた。今後とも現地調査を重ねながら研究を続けていきたい。 
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